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今回の意見交換会は、泉南中学校の３年生が「みんなのしあわせとは何か」、そして「みんなの

しあわせのために必要なことは何か」を考えました。「学校」でのしあわせを考える班、「家庭」

でのしあわせを考える班、「地域」でのしあわせを考える班の３テーマに分かれて、話し合いを行

いました。「地域」でのしあわせを考える班には、教育委員会の職員も参加しました。 

 

 

①学校、家庭、地域 ３つの場面で考えるしあわせ 

「あなたのしあわせは何ですか。」冒頭で先生が問

いかけました。何人かの生徒が代表して答えてくれま

した。ある生徒は「やりたいことをやって自分らしく

生きること。」、またある生徒は「笑っていられるこ

と。」と答えてくれました。 
しあわせとは人によってさまざまであることを共

有したところで、「学校」「家庭」「地域」それぞれ

の場面ではどんなことがしあわせなのか、班ごとに話

し合いを開始しました。 
どの班も、みんなのしあわせとはどのような状況のことか、活発な意見交換が行われました。議

論の途中で「しあわせって一人でつかめるのかな。」、「何もしなくていいことってしあわせかな。」

と、先生が全体に問いかけました。これに答えるように、「私は本を読むことが好きだけど、図書

館で働く人や、本を書いてくれた人のおかげで楽しむことができている。一見、一人で楽しめてい

るようなことも実は誰かのおかげで楽しむことができている。」や「何もしないことはしあわせで

はない。だけど何もしないで済む環境にいることはしあわせかも。」など、生徒の意見がさらに活

発になっていきました。 
３つの場面を代表して１班ずつが話し合ったことを発表してくれました。「学校でのしあわせ」

を考えたグループは「人は学び合って生きるもの。学び合える関係を創ることがしあわせになる。」

「家庭でのしあわせ」を考えたグループは「家族が仲良く、みんなで過ごせること。そして衣食住

が揃っていることがしあわせ。」、「地域でのしあわせ」を考えたグループは「道路にゴミが落ち

ていない。犯罪が無い。今のまちにあるあたりまえの状況がしあわせ。」とそれぞれ答えてくれま

した。 
 

 教育委員会の職員に対しても、自分の考えを丁寧に 

説明してくれる生徒の様子が印象的でした。 



②しあわせのために必要なことは 

続いて、今までの議論を踏まえながら、それぞれの

場面でしあわせを実現するには「何が必要か」を考え

ました。「きれいなまちにするためにはごみを拾うこ

とは大事。だけどみんなでごみを拾うなど、行動を起

こすことは難しい。きれいなまちにしようという思い

をみんなが持てばごみが無くなるのではないか。」と

必ずしも何か行動を起こす必要はなく、みんなの意識

を少しでも変えることが重要であると話す生徒がい

ました。「幼稚園にいらなくなったおもちゃを寄付す

る。幼稚園の子どもたちが喜んでくれたら自分も嬉し

い。」と、人に何かをすることが自分のしあわせにつながると、話す生徒もいました。 
途中で先生が「みんなが必要とするものがあれば、みんなしあわせになれるかな。」と、全体に

問いかけました。この問いかけによって、「欲しいものがあればうれしいけど、必ずしもしあわせ

ではないかもしれない。だけど居てほしい人がいれば間違いなくしあわせだと思う。」など、生徒

に新しい気付きが生まれ、議論が活発になりました。 
 

③班ごとの意見の共有 

班での議論の後、各班がタブレット端末に議論の要

旨を書き込み、全体で共有しました。また、いくつか

の班には、話し合った内容を発表してもらいました。

「学校」「家庭」「地域」という３つの場面に分かれて

議論をしたので、各班から出た意見はさまざまでした

が、共通する言葉も多く見受けられました。それは「コ

ミュニケーション」「かかわり合い」という言葉で、こ

れらを大切にしたいという意見が多く出ました。どん

な場面においても、しあわせの本質は同じなのではな

いかということを共有しました。 

 
意見交換会を振り返って 

 泉南中学校では、この意見交換会の前にも討論会を実施して、「しあわせ」について考え、対話

を通して考える機会を作っています。このようなさまざまな取組は、中学校を卒業した後も、「み

んなのしあわせ」を創る当事者としての意識を持ち続け、さらには高めていくきっかけになればい

いと感じました。 
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 「学校」、「家庭」のしあわせを考える班には、

先生が必要に応じて議論に加わりました。

班の代表者による発表の様子 


